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＜連絡事項＞
・看護G事業　長期入院支援担当者より
　・生活支援シートの評価について９月中を目途に更新してください。更新はシートを増やし、コピーして作成してください。
　・入院時の生活支援シートの評価がされていない事があるため、担当患者様の分は忘れずに行うようにお願いします。
　・認知症の評価について、南病棟に確認して東病棟へレクチャーして頂くよう依頼していきます。
・9/25（金）グループ内研修を下記の日程で開催します。

日　時：9/25（金）13:15～

 　　 場　所：2階　会議室

テーマ：処遇制限

 　　 講 師 ：高橋SGM
＜患者様連絡事項＞
・坂　きわ様～今日の昼から食事が糖尿病食15単位（1200kcal）へ変更。インスリン朝16単位、夕6単位変わらず指示あり。今日の夕から血糖測定朝、夕の2検。内服薬変更なし。不眠時のエチゾラムのみ中止。
・袴田　隆裕様～本日、14：30外泊より帰院。外泊中の幻聴については、あったが気にならない程度だったとの事。
・若沢　理子様～うみねこ学園に連絡し、洗濯について業者洗濯となる。9/23（水）うみねこ学園のスタッフが来院する事となっており、その時に契約書を書いてもらう予定。
・鈴木　徳美様～尿量の低下があり、主治医へ報告。点滴3本　本日のみ処方。また、血圧低値の為、ニフェジピンL(20)2Tは除剤の指示があり、除剤済み。
＜隔離・拘束患者様状態報告＞
・宮崎　宏之様～終日隔離中。午前・午後1時間ずつの開放観察を実施。午前の開放時はやや傾眠がちですぐにはホールに出ず臥床している。ホールに出てくると他者への迷惑行為、他室侵入があったため短時間で終了としている。引き続き早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察を行っていく。
・沖田　康夫様～両手身体拘束中。午前・午後1時間ずつの一時拘束解除を実施。車椅子上で過ごすが不穏行動なく経過。引き続き早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察を行っていく。
・澤口　利香様～体幹・四肢拘束中。8：00～20：00まで一時拘束解除を実施。各食全量摂取されている。開放中はほぼホールで過ごし他者交流みられている。引き続き早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察を行っていく。
＜要注目患者様情報＞
・村上　公基様～他者との交流時は表情穏やかに過ごす。希死的言動は見られない。
・若沢　理子様～幻聴に左右され、テンキーを開けようとしたり、自室のトイレで食事をする奇異行動見られる。スタッフへの要求頻回に聞かれている。自分の声が響き、思いが声になりうるさいと言語化声の苦痛を訴え感情失禁見られる。
・坂　きわ様～各食全量摂取。他者交流は良好で表情明るく過ごしている。苛々した様子は見られず穏やかに過ごす。
・木村　格治様～高圧的な言動はなく、穏やかにスタッフへ話し掛け見られている。身体症状に関連した体感妄想の訴えはない。
・松男　昭男様～各食全量摂取されている。帰宅要求の訴えはなく、スタッフ対面時も穏やかに過ごしている。
・島　龍太郎様～他者交流なく自室にて過ごしている。悲観的発言はないもやや活気のなさ見られている。
・鹿原　良三様～バイタルサインの異常や酸素飽和度の低下なし。痰鳴なし。介護抵抗あるもケア後落ち着いている。
・杉若　シズヱ様～バイタルサインの異常なし。酸素飽和度93％。痰鳴なし。努力呼吸持続。睫毛反射微弱。
＜措置入院患者様情報＞

・藤井　崇史様～物盗られ妄想の訴え聞かれる事あるも介入にて落ち着いている。9/23定期薬より定期薬よりリスペリドン3mgに減薬となっているため、引き続き様子観察をしていく。
・村山　吾朗様～自室にて臥床して過ごしていることが多い。妄想発言や不穏さは無く対面時穏やか。積極的に作業療法に参加されている。9月中に措置解除予定。
・長瀬　伸也様～日常生活上での妄想はないも内服に対しての妄想聞かれている。不穏さはなく話し掛けに対し穏やかに返答されている。時折退院要求聞かれるも説明にて納得している。現在本人と相談し内服薬検討中。
＜入院患者様情報＞
氏　　名：坂　きわ（さか　きわ）様

　生年月日：昭和8年11月27日（86）

　病　　名：高度アルツハイマー型認知症

　性　　別：女性

　主治医　：田名部Dr

　診　　察：馬渡Dr

　入院形態：医療保護入院

 (経過）

平成16年12月から、うつ病で通院治療していた。

平成22年12月1日に八戸市民病院精神科を退院して、「南山苑」に入所。平成25年9月30日からグループホーム「南寿の里」に入所している。現在は有料老人ホーム「ほおずき」入所中。最近の経過としては、施設スタッフへの暴言や粗暴行為があり、独語活発であり夜間の睡眠も不安定であった。

9/18（金）17：28施設スタッフより架電。本日受診し薬剤調整行っていたが、施設に戻ってからもスタッフへの攻撃性や独語が活発であり不穏状態。薬も服薬出来ずにおり、施設対応困難とのこと。当直医馬渡Drへ報告し、受診となる。ご家族からの入院治療の希望あり、東病棟Bユニットへ医療保護入院となる。
　※洗濯　：ＣＳ→Ｂプラン　　オムツプラン→➀

　※嗜好品：売店購入可　5000円/月
　※義歯　：上下総義歯
　※やわたクリニックからの持参薬→　10/14まで。薬の持参をお願いする可能性を伝え、了解している。
